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ワクチン開発の基盤技術「mRNA」にノーベル賞 

2023 年のノーベル生理学・医学賞が、ビオンテック顧問で米ペンシルベニア大学のカタリン・カリコ非常勤教
授と同大学のドリュー・ワイスマン教授に授与されることが発表された。授賞理由は、「新型コロナウイルスに対
するメッセンジャーRNA（mRNA）ワクチンの基盤技術の開発」。ワクチンによる貢献が高く評価された。 

カリコ氏が開発した基盤技術とは、自然界に存在する mRNA に含まれるウリジンという塩基をシュード
（「偽の」という意味）ウリジンに置き換えるもの。自然界の mRNA をそのまま体内に投与しても不安定で消
失が早く、自然免疫という免疫反応に伴う炎症を生体に引き起こすためにmRNAは薬にならない、というのが
以前の常識だった。カリコ氏はその常識を覆し、自然免疫を回避しながら目的となるタンパク質を作らせることに
成功した。mRNA ワクチンを投与することで、ウイルス表面の殻を形成するタンパク質を生体に作らせ、それに
対する抗体が体内に作られることで生体はウイルスに対する免疫を獲得する、というのがその作用機序である。 

mRNA 技術は応用範囲が広い。ターゲットとなるタンパク質の配列さえ分かれば、そのままバイオ医薬品候
補に繋がるからである。実際、新型コロナワクチンを供給してきたモデルナとビオンテックは、がん、インフルエンザ、
その他の感染症への応用を研究開発中である。バイオ医薬市場には、実用化された基盤技術が疾患に適用
され、人々の治療ニーズを満たしつつ巨額の市場を形成する発展モデルが存在する。mRNA技術が発展し、
いまだ有効な治療法が存在しない疾病へと適用され、医療ニーズを満たすとともにバイオ医薬市場の拡大につ
ながることをキャピタル アセットマネジメント株式会社は期待している。 

過去、数多くのノーベル賞受賞技術がバイオ医薬業界の発展につながってきた。例えば、2004 年ノーベル
化学賞受賞技術（ユビキチン－プロテアソーム系によるタンパク分解誘導）はアルビナスによる乳がん治療薬
候補に応用、2006 年ノーベル生理学・医学賞（RNA 干渉）受賞者２名は難病への核酸医薬を創薬し
てきたアルナイラムを創業、2020 年ノーベル化学賞受賞技術（ゲノム編集技術・CRISPR-Cas9）はリジェ
ネロン、ノバルティス、バーテックスなどが創薬に用いている。今般、mRNA 技術がその流れに加わることとなり、
がん、難病、感染症領域等において、更なるバイオ医薬業界の飛躍をもたらすであろうと考えられる。 

 

 

 

 

以上                     

情報提供用資料 

タンパク質合成プロセスにおける
mRNAの役割 

メッセンジャーRNA（mRNA）︓DNA
が持つ遺伝情報をコピー（右図の「転
写」のこと）して作られたもの（リボ核
酸）で、この配列をもとにアミノ酸を連結
していく過程（右図の「翻訳」のこと）を
経てタンパク質が合成されます。 


